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「わかる」と「できる」をつなぐマット運動の授業を目指して

体育館１ 校時・場所 第３校時

２ 単 元 名 器械運動（集団マット運動）

３ 単元について
（１）器械運動は、技を習得するために必要な基礎技能や類似の運動を段階的に身につけなが

ら課題の達成や運動習熟の喜びを感じさせることができ、目標とする技の習得を計画的に
できる達成型の運動である。
マット運動は、自己の能力に応じた回転系や巧技系の技に挑戦したり、これらの組み合
わせを工夫したりして、円滑にできるようになる楽しさや喜びを味わうことのできる運動
である。
また、集団マット運動は仲間と技を合わせ喜びや達成したことで充足感を味わうことが
できる。

（２）本学級の生徒は、ゲーム性の高い運動を好み、克服型や達成型の運動に対しては興味・
関心が低い状況にある。マット運動を学習するのは、小学校以来でありその既習内容も個
人差が大きく、興味・関心の段階で一段と格差が生じ意欲的な取り組みが見られない生徒
も少なくない。

メディアに興味・関心また、体育の授業でメディアを使用することは初めてであるが、
を持っている生徒は多く、一学期のメディアを活用した授業のアンケートでは、下記のように
なった。

メディア活用授業後の生徒の反応
Ｑ１メディアを使用した授業は楽しかったですか。 どちらかといえば楽しくない２％↓

非常に楽しい ４８％ どちらかといえば楽しい ５０％

Ｑ２メディアを使用した学習に進んで参加することができたか。 あまり５％ ↓

よくできた ４３％ まあまあできた ５２％

Ｑ３メディアは役に立ったと思いますか。 あまり４％ ↓

非常に ５８％ まあまあ ３８％

（３）マット運動は、技ができるようになると楽しく充足感を味わえる種目であるが、できる
ためには多くの系統的な課題を克服していかなければならない。しかし、課題の克服にお
いて痛みや怖さを強いられる場面が多く、消極的になる生徒が多い。そこで、生徒の興味
や関心を持続し進んで取り組ませるために次の点に留意して指導したい。
① 学習段階を２段階に分け「ねらい１」では、痛みや恐怖心を克服するために個人技の
基礎基本の習得と集団での簡単な連続技の習得を目標にさせる。「ねらい２」では、集
団演技の技の完成度や美しさを高めることを目標にさせる。
「つまずきや課題」に気付かせるためにデジタルカメラやＰＣを活用し、学習の効率化を②

図らせる。
③ 「できる」ようになるために、ＰＣによる資料の提示や練習場所を含む学習の場を工
夫させる。
④ メディアを媒介に学習の役割や時間配分を授業の中に設定し、仲間と助け合う雰囲気
を大切にさせる。

４ 単元の目標
（１）器械運動の安全な行い方や学習の進め方を学ばせることができる。
（２）「ねらい」の段階でメディアを活用し、個人や班の課題を発見することができる。
（３）各班で技を選び、その技をつないだり連続させたりするために、場所を工夫しすすんで

練習できる。
（４）メディアを活用し、教えあったり補助しあったりして協力して学習ができる。

５ 学習指導計画
（１）オリエンテーション（学習の進め方、準備運動つくり）・・・・・・１時間
（２）「めあて１」（今できる技、頑張ればできる技に挑戦する）・・・・４時間
（３） （本時 23）「めあて２」（新しい技に挑戦したり、集団演技の精度を高める）・・３時間 /
（４）集団マット発表会 ・・・・・・１時間



６ 本時の学習指導
１）目標及び評価規準（
・個人や班の課題を理解し、練習場所やメディアを上手く活用しながら、集団技の精度を
高めることができる。
・各自が仲間の悩みや喜びに気付いた言葉かけや補助ができるようになり、成功した場面
では共に喜びを分かち合える。
・周囲の安全を十分確保して、練習や準備・片付けができる。

（２）主体的学習を可能にするメディア活用の視点
・動画や仲間のアドバイスから課題を把握し、模範の映像やアニメーションから動きを修
正しようとする。また、仲間へのアドバイスが意見交換へと発展できるようになる。

（３）目指す「確かな学力」
「各自の課題を発見する力」「主体的に課題を解決力」「仲間の喜びや苦しみを分かち
合えるようなコミュニケーション能力」

（４）準備物
マット、デジカメ６台、ＰＣ６台、ホワイトボード２台、スクリーン、プロジェクター１台

（５）学習指導過程

学習活動・内容 生徒の意識の流れ 教師の評価と支援
◎評価基準
●メディア使用時の留意点及び支援

１ 用具を準備する。 ・みんなで早く用具を出そう。 ・手際よくできているか指示をする。

２ 準備運動をする。 ・ケガをしないよう映像に合わ ●ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰの音声や映像がきちんと出て
・スクリーンの動きに せしっかり動いておこう。 いるか確認する。
合わせて行う。 ・基本の単技をしっかり練習す ・すぐ主運動に移れるようしっかりでき

・前時までの単技を各 るぞ。 ているか声をかける。
班で復習をする。 ・失敗している動きは動画で見 ・つまずいている動きは再度ＰＣで確認

てみよう。 させる。
●ＰＣからすぐ見られるよう巡回指導す
る。

３ 集合、挨拶、健康の ・早く集合し大きな声で挨拶す ・見学者や体調不良者に指示をする。
確認をする。 るぞ。

４ 課題について話し合 ・休み時間に動画を見て気づい ・連続技の課題がチームの実態にあって
う。 たことを発表しよう。 いるか確認する。

・休み時間や前時に各 ・今日のポイントをどこにする ・班内での役割分担が上手くできている
自がまとめてきた課 かなぁ。 か確認する。
題を班員で確認す ・役割分担も決めておこう。 ・動きのタイミングや手のつき方からヒ
る。 ントを見つけるよう指示する。

動きを合わせ集団技の精度を高めよう

５ 集団演技づくりに取 ・まずは合わせ技の復習だ。 ◎各班が映像から課題を見つけ、仲間と
り組む。 ・上手く合わすためにはどう 課題解決の練習に取り組めているか。

(1)班のマットで繰り返 すればいいのかな。 Ａ：練習内容や手順を決めて取り組め
し練習する。 ・動画からヒントを見つけよ る。

(2)前時に撮影した動画 う。 Ｂ：課題を発見するために見るポイン
でも確認する。 ・気づいた事をメモ書きしてみ トを決めことができる。

んなに伝えよう。 ※着手や回転・起きあがるのタイミン
・ヒントを参考に練習してみよ グが合っているかに着目させる。
う。
・できそうな気がしてきたぞ。 ◎班のつまずきポイントを動画や観察か
・助言のおかげでできそうだ。 ら発見し、見つけたポイントをすすん
・助言したことが成功につなが で伝えているか。
ったぞ。よかった。 Ａ：つまずいているポイントを伝え、

練習方法を一緒に考えられる。
Ｂ：付箋紙に気づいた事を書き、班の
アドバイス用紙に貼ることができ
る。

※ずれている動きに焦点を当て、どの
程度ずれているか知らせる。

６ 本時のまとめをする ・気づいたこと、できるように ・仲間の助言から気づいたことやヒント
・気づいたことを発表 なったことをみんなで話し合 になったことを発表させる。
する。 おう。 ・助言からできるようになったことを発

・友達の変化を発表しよう。 表させる。

７ 整理・補強運動をす ・体力を高めよう。 ・特に痛みが出そうなところを十分にほ
る。 ・体を十分にほぐそう。 ぐすよう声かけをする。


